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　　The　purpose　of　the　present　study　was　to　examine　the　re1ationships　between　se1f　ratings
and　stimulus　person　perceptions　used　the　concrete　vocationa1names　as」stimu1us　persons－
Subjects　were　classified　into4clusters　bythe　hierarchical　cluster　ana1ysis（Ward　method）
apP1ied　to　the　resu1ts　of　their　se1f　ratings．
　　The　findings　of　this　study　would　be　said　to　be　verified　by　the　fact　that，whi1e　the
average　profi1es　of　se1f　ratings　for　each　c1uster　showed　typica1characteristics　of　university
students，the　profiles　of　stimulus　persons　were　quite　simi1ar　throughout　the　who1e　c1usters，
showing　reasonable　profiles　about　general　idea1among　Japanese　youth．
はじめに
　人々をとりまく環境の中で最も重要で，我々が
まず第1に知覚しなければならないものは，言う
までもなく「他の人」である．この意味で我々が
「他の人」をどのように知覚するかという問題は，
社会心理学におけるもっとも基本的な問題の1つ
なっている．
　対人認知（person　perceptin）の対象となるも
のは，広義にはもちろん「人」そのものであり，
一般には「他の人」をさすことが多い．
　Bmler＆Tagiuri（19541））は，対人認知の対
象が具体的には「人」のどの部分をさすかに関し
て，他の人の（1）情動の再認と（2）パーソナリティの
判断の2つを挙げている．
　大橋（19612〕）は，この2点に加えて，人の他の
人に対するOVertな行動（意図，感情，態度など）
の釦章が含められるべきであるとし，対人認知の
研究において被験者が「知覚」させられる対象は，
他の人の内および外のあらゆる心理学的状態ない
しはその表出行動にまで拡張されたとしている．
そして，対人認知の研究を（1〕パーソナリティの知
覚と（2）対人関係の知覚の2つの分野に分けてまと
めている．大橋（19612〕）は，パーソナリティの知
覚をさらに（1）他人の情動の知覚，（2〕容貌によるパ
ーソナリティの知覚，（3）パーソナリティの印象形
成，（4〕質問項目への反応の予測，の4つに分けて
いる．他人の情動の知覚は，対人認知の中でも最
も早くから研究されてきたもので，この領域での
主要な問題は，顔面などに表れた表情を手がかり
としてどれくらい正確に他人の情動を知ることが
できるか，ということであった．また，容貌によ
るパーソナりティの知覚は，情動の場合と同様に，
主として顔面の容貌を手がかりとして他人のパー
ソナリティを推定するものである．パーソナリテ
ィ印象の形成は，きわめて少量の言語的情報が刺
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激人物（stm山uSperson）に与えられたとき，被
験者がそれをどのように利用してその刺激人物に
ついての印象を形成するか，ということを問題に
する．この領域では特に，Asch（19463〕）の実験が
有名である．さらに，質問項目への反応の予測は，
パーソナリティを反映するような質問に対して他
人がどのように反応しているかということの予測
を問題とする領域である．
　また，対人関係の知覚も，（1〕地位の知覚と他人
の評価，（2〕他者の感情の知覚に分けられている．
　長田（19664〕）も，対人認知の研究を大橋（19612〕）
と同様に，（1〕パーソナリティの認知と（2）ソシオメ
トリック認知の2つの分野に大別し，その展望を
行っている．その中ではパーソナリティ認知は，
（1〕印象形成，（2）認知者一被認知者関係とパーソナ
リティ認知，の2つの領域に分けられ，ソシオメ
トリック認知は，（1〕二者関係における感情の認知，
（2）三老関係における感情の認知に分けられて，論
じられている．
　この論文で取り扱う領域は，上記の分類によれ
’ぱ，パーソナリティ認知の分野に関するものであ
る．とりわけ，印象形成（impressionfomation）
の領域に深い関連がある．印象形成というのは，
広く定義すれば，他者の持つなんらかの情報が与
えられたときにその人についての印象をどのよう
に形成するかという問題を取り扱う分野であると
いえる．
　また，印象形成との係わりで重要な概念として，
Bmner＆Tagiuri（19541〕），Cronbach（19555〕）
による暗黙裡の性格観（implicit　personality　the・
○町）がある．暗黙裡の性格観とは，個人の持つ，
他者のバーソナリティを判断する場合における比
較的安定した一遵の偏りをいう．人は，他者につ
いての情報を自分の持つ暗黙裡の性格観に照らし
て，解釈したり推論したりする．この意味で，暗
黙裡の性格観の研究は，対人認知過程を究明する
際に重要な検討課題となり，また個人差の検討も
必要になってくる．
　対人認知（person　perceptin）の分野において
は，これまでにもすでに多くの研究が行われてき
た．Cronbach（19586〕）の指摘にもあるように，こ
れまでの研究結果には多くの混乱が見られるが，
数多くの研究者による様々な要因に対する分析が
行わ’れており，一応の成果が上がっている．（大
橋，19612〕；長田，19664〕；高橋，19727〕；Rosenber－
g＆Sedlak，19728〕；Sc㎞eider，19739〕；中里・
Bond・白石，197610〕；林，197811〕等）．
　特にこれまでの個人差に関する研究では，松原・
内田（197912〕）が指摘するように，被験者要因によ
る個人差の問題が敷多く取りあげられてきた．彼
らの指摘のように，、対人認知構造の基本的次元に
ついては，刺激人物ごとに共通な一般的に次元と
個々の刺激人物に個別な次元が存在するとすれば，
個人差の問題は，認定対象である刺激人物
　（stimulus　person）との関連において検討される
ことが重要になってくると思われる．
　Beach＆Wertheimer（196113〕）は，大学生を
’被験者とし，年長者，異性などの刺激人物につい
て自由記述によって資料を収集し，その内容分析
によって，パーソナリティ認知のカテゴリーの重
要度が認知者の性と刺激人物の種類によって異な
ることを指摘した．
　松原・内田（197912〕）も，大学生を被験者とし，
青木（1972工4〕）の代表的特性語57語を用い，父・母・
きょうだいなどの8名を刺激人物とし，刺激人物
各々に該当すると思われる特性語を任意選択させ，
数量化第IV類を用い素データを，Carro11＆Chang
（197015〕）による，INDSCAL（individual　differ
enCeS　SCaling）への入カデータに変換して，分析
を行った．彼らは5次元解を求め，その内容を，
相対的な重要度の順に（1 社会的評価，（2〕強靱性，
（3〕個人的親しみやすさ，（4）主体性，（5）粘着性と解
釈し，INDSCALによるパーソナリティ認知次元
に対するウェイトの置き方が，認知者の性や刺激
人物の違いによってかなり相違があることを指摘
している．ただし，彼らのデータは，入カデータ
の加工のためか，5次元解によって説明される分
散の割合が非常に少なく，その意味で解への適合
度は必ずしも良いものではない．
　落合（198216〕，1983a1η，1983b18〕）は，具体的な
職業名（20名）と自分自身（自己評定）を刺激人
物として，被検者に評定させ，INDSCALによる
3次元解を析出し，刺激人物の解への適合度の検
討から，刺激人物の認知空間がINDSCALによっ
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て析出された3次元空間にほぽ良く当てはまるこ
とを示した．同時に，適合度の悪い刺激人物（政
治家，作家）の存在も指摘し，芙通次元の設定で
きない刺激人物が存在する可能性を示唆している．
また，刺激人物によっては，認知者の性により，
被検者空閻のウェイトのパターンが異なる認知者
の性の影響を受けるものが存在することを指摘し
ている．
　以上のように，個人差あるいは刺激人物差につ
いては，様々な研究がなされており，一応の成果
が上がっている．けれども，その中にはいくつか
の問題点や新しい研究課題が指摘できる．それら
をまとめてみると次のようになろう．
　まず，パーソナリティ認知の基本的次元の一般
性については，より詳細な分析が求められるであ
ろう．とりわけ，認知次元として一般性を持つ次
元と，刺激人物や被験者による差異に伴う個別的
な次元の可静性についその検討が必要である（松
原・内田，197912〕）．また，林（19781工〕）が指摘す
るように，研究者によって用いられる特性や刺激
人物等の任意性についても検討が必要とされるで
あろう．さらに，個人差要因も，認知者側の要因
だけでなく評定対象となる刺激人物側の要因との
関連から検討が求められるよう．また，松原・内
田（1979I2〕）の指摘による刺激人物の要因について
も分析し，認知者側の要因と刺激人物側の要因と
．の関係を検討する必要もあろう．
　認知者側の要因を分析した研究として，冨田・
西本・落合（19861帥），冨田・落合（198620〕）の論
文は重要な知見を提供している．これらの論文は，
パーソナリティ・チェックリストの一つである日
本語版ACL（adjective　check　list）の標準化の研
究の一環として行われたものであり，直接的に対
人認知の分野の研究として行われたものではない．
けれども，それらの緒果を認知者側の要因と刺激
人物側の要因との関係から吟味しなおして見ると
興味深い点がある．
　まず，冨田・西本・落合（198619〕）においては，
日本語版ACLを用いて，「自己評定」と「エリー
ト」という抽象概念の評定を被検者に行わせ，両
評定の特徴が吟味された．平均プロフィールに表
れた「エリート」像はわが国における一般的なイ
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メージと極めて良く合致するものであった．きら
に，INDSCALによる分析によって，両者の評定
の次元の重みに差異のあることが示され，「エリー
ト評定」では『社会的活動性』を表す第1次元の
重みが極めて高く，「自己評定」では『社会的好ま
しさ』を表す第2次元と，『自制心の強さ』を表わ
す第3次元との両次元の重みが共に高かった．ま
た，冨田・落合（19蝉ω）は，「自已評定」と「理
想の異性像」という概念について大学生にチェッ
クさせ，クラスター分析を援用し，クラスター毎
に自已，理想の異性像の両評定を比較検討した．
自己評定結果は現代学生の類型を示唆する明瞭な
群間差異を示したが，クラスター分析によって得
られた各群の「理想の異性像」のプロフィールを
検討してみると，「理想の異性像」のプロフィール
は各クラスター間にほとんど差はなく，全体の結
果と酷似し，男・女とも理想像は驚くほど画一的
であった．このことから「理想の異性像」という，
杜会的に一般化された共通の理解があることが明
らかになった．
　以上の結果は，刺激人物が社会的に一般性を持
つような概念の場合には，認知者の特性（自己評
定）に左右されず，画一的に評定される可能性を
示唆している．そこで本論文は，認知者側の要因
と刺激人物側の要因の検討の一環として，落合
（1983a17〕）のデータを再分析することにより，自
已評定パターンと刺激人物の認知の関係を吟味し，
両者の関係をより明白にすることにより，新たな
知見を提供することを主な目的とする．
方　　　法
　被験者および調査期日
　本研究において再分析する資料の被験者は，文
科系大学生100名（男・女各50名）で，調査は1981
年11月に実施されたものである．
　調査の実施方法
　被験者に，21名の刺激人物（stimu1usperson）の
性格特徴を，20個の特性形容詞対（1－9の9段
階尺度）によって評定させた．
　刺激人物としては，小川（197621〕）『52カテゴリ
ーに属する語の出現頻度表』より，「職業」の項目
から選定した20の職業名と「自分自身」（自已評価）
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TabIe1使用した形容詞対と刺激人物
形容詞対　　　　　　　　　　刺激人物
i．慎重な・軽率な
2．恥しがりの・恥知らずの
3．うきうきした・沈んだ
4、人のよい・人のわるい
5．責任感のある・責任感のない
6．心のせまい・心のひろい
7．軽薄な・重厚な
8．なまいきな・なまいきでない
9．感じのよい・感じのわるい
lO．親しみにくい・親しみやすい
11．親切な・不親切な
12．短気な・気長な
13．社交的な・非社交的な
14．意欲的な・無気力な
15．卑屈な・堂々とした
16．消極的な・積極的な
17．かわいらしい・にくらしい
18．無分別な・分別のある
19．目信のある・自信のない
20．近づきがたい・人なつっこい
1．会社員
2．公務員
3．先　生
4．作　家
5．歌　手
6．挙　生
7．政治家
8．検　事
9．弁護士
10．医　者
11．看護婦
12．大　工
13、裁判官
14．魚　屋
15．銀行員
16．事務員
17．八百屋
18．建築家
19．技　師
20．外交官
21．自分自身
の合計21名を使用し，特性形容詞対としては，大
橋・三輪・平林・長戸（197322〕）により選定された
20個の形容詞対を使用した（Tab1e1に示す）．
各被験者には，フ三イスシートにより，次のよ
うな教示のみを与えた．
一教　示一
　　「これからあげる，いろいろな人物について，
あなたがその人の性格を’どう思っているかを答え
てください」
　調査用紙は，SD法形式の評定尺度とし，各ぺ一
ジが刺激人物1名と，20の形容詞対で構成された，
合計22ぺ一ジ（フェイスシート1ぺ一ジを含む）
のものを使用した．各巌験者は，すべての評定を
終えるのに，およそ30分を要した．
注：以下の表中の記述では，記述を簡単にするために
　　牢容詞対は左極で代表させることとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　Table2　自己評定のクラスター別平均と標準偏差
形容詞対 ク　ラ　ス　タ　ー
A（N＝51） B（N＝6） C（N＝33）　　D（N＝lO）
1．慎重な
2．恥しがりの
3．うきうきした
4．人のよい
5．責任感のある
6．心のせまい
7．軽薄な
8．なまいきな
9．感じのよい
10．親しみにくい
ll．親切な
12．短期な
13．社交的な
14．意欲的な
15．卑屈な
16．消極的な
17．かわいらしい
18．無分別な
19．自信のある
20．近づきがたい
　M　　SD
4．12　（1，263）
3．53　（　．893）
5．59　　（］．070）
4．51　（1，144）
4．04　　（1，252）
4．55　　（1，054）
5．10　（］．125）
4．55　　（1，193）
5，41　（　．911）
4．49　　（1，017）
4．51　（1，178）
4，45　　（］．318）
5．92　（1，064）
4．80　（1，172）
4，59　　（　．953）
4．37　　（1，154）
5．25　　（　．926）
5．61　（1，189）
・5．43　　（1，176）
4．55　　（1，054）
M　　　SD
6．OO　（1，633）
5．00　　（2，082）
6．83　（］．344）
7．17　　（］．572）
7．50　（］．607）
4．33　（1二972）
3．33　　（1，247）
2．17　　（1，067）
7．83　（　．898）
2．17　（　．687）
6．50　（1，708）
4．83　（2，478）
8．OO　（1，155）
4．50　（2，872）
4．50　　（2，141）
4．83　（1，863）
7．OO　　（2，309）
4．67　　（1，599）
6．OO　（2，646）
3．OO　（2，OOO）
M　　　SD
3．79　　（】．343）
3．97　（1，291）
4．42　（1，256）
3．48　　（　．925）
3．64　　（1，068）
5．52　（1，258）
5．18　（］．242）
5．18　（1，336）
4．12　（1．O08）
6．OO　（　．985）
3．67　（　．910）
5．55　　（1，653）
4．48　　（　、925）
4．21　（　．913）
5．27　（　．827）
5．24　　（1，102）
4．64　（1，068）
6．33　（　．841）
4．97　　（’．937）
5．97　（1．OOO）
M　　　SD
6．80　　（　．980）
5，70　（2，193）
3．30　（］．269）
2．90　（　．831）
5，00　（2，324）
5．80　（1，249）
3．80　（1，077）
5．OO　（i．844）
3．60　（1，020）
7．40　（1，281）
3．90　（　．539）
3．90　（　．943）　．
2．80　（］．166）
3．20　（　．748）
5．90　（1，375）
6．20　　（1，249）
3．80　（1．．720）
5．1O（1．92工）
4．30　　（1，792）
7．60　（1，114）
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結果と考察
　クラスター分析
　まず，被検者を自已評定パターンにより，分類
するために，Ward法によるクラスター分析（cluster
analySyS）を行った．’その結果から，クラスター
を4つと判断し，得られたクラスター毎に，20名
の刺激人物についての平均ブロフィールを算出し，
比較検討した．各群に属する被検者数は，クラス
ターA（51名），B（6名），C（33名），D（10名）
であった．これらの自已評定の平均プロフィール
を示したのがTab1e2である．
　Table2により各クラスターの特徴を解釈する
と，クラスターAは顕著な特徴の少ない平均的な
群であり，クラスターBは自已を人のわるい，責
任感のない，なまいきな，感じのわるい，親しみ
にくい，非社交的な，にくらしい，近づきがたい
と否定的に評定する群であった．クラスターCは
・Table3　刺激人物別クラスター間
　　　　　平均プロフィール間距離の平均
刺激人物　　MEAN　　　S　D
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1．会社員
2．公務員
3．先　生
4一作　家
5．歌　手
6．学　生
7．政治家
8．検　事
9．弁護士
10．医　者
11．看護婦
12．大　工
13．裁判官
14．魚　屋
15．銀行員
16．事務員
17．八百屋
18．建築家
19．技　師
20．外郊官
21．自分目身
．14
，13
．21
I15
，17
．20
．16
．11
．11
．13
，11
．13
．13
，11
．12
．09
．1l
，08
．09
．11
，42
．058
，035
．108
，047
，048
，066
，043
，028
，040
，023
，042
，028
，046
，025
，044
，029
，027
，021
，032
，045
．150
Aと同様に平均的な中庸群ではあるが，Aと比較
するとCの方には全般的に自己を肯定的に評定す
る傾向が読み取れる群である．また，クラスター
Dは’自己を人のよい，親しみやすい，社交的な，
人なつっこいと自己を肯定的に評定する群であっ
た．
　これらは，冨田・西本・落合（1986工9〕），冨田・
落合（198620〕）と同様に，平均的な大学生の自己評
定プロフィール類型にあてはまるものであると解
釈できるであろう．
　自己評定にこのような特徴を持つ被験者群の20
名の刺激人物に対する評定がどの様な特徴を示す
かは論文末の付表にまとめて示すこととし，ここ
では各クラスターの刺激人物に対する評定の平均
プロフィール間のプロフィール距離という指標を
導入することにより，各刺激人物に対するクラス
ター問の評定の差異を検討する．
　Table3は各刺激人物に対する各クラスターの平
均プロフィール間のプロフィール距離の平均であ
る．この表の指標から明らかなように，自己評定
のクラスター分析によって得られた各群間の，刺
激人物20名に対する評定間にはほとんど差がなく，
驚くほど画一的であることがわかる．このことか
ら，刺激人物として今回のように具体的な職業名
を与えると，冨田・西本・落合（198619〕），冨田・
落合（19862ω）と同様に，それには社会的に一般化
された共通の理解があるために，認知者の自已評
定に関係なく，刺激人物の評定が画一的になされ
ることがわかる．また，自己評定以外で平均プロ
フィール間距離の平均が大きなものを拾うとその
刺激人物は，先生，学生である．これは，被検者
が大学生であることから，自分に身近な刺激人物
の評定に関しては各クラスター問の評定に差がよ
り大きくなる可能性があることを示している．こ
のことは，認知者の属性を考慮しながら，刺激人
物評定との関係を吟味する必要性があることを示
唆するものと考えられる．したがって，様々な認
知者の集団について，様々な刺激人物評定との係
わりを明らかにすることが，今後の重要な課題で
あると思われる．
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要　　　約
　大学生を100名を被検者とし，職業名といった具
体的な刺激人物20名について評定させた．
　　クラスター分析を援用し，白已評定により被検
者を4群に分割し，クラスター毎の刺激人物評定
のプロフィールを吟味した．その結果，自己評定
プロフィールには差異を示すクラスター間におい
ても，その刺激人物評定のプロフィールにはほと
んど差がなく画一的なものであった．
付表1 自己評定クラスター別刺激人物別平均プロフィール
付表1－1 刺激人物1 会社員 付表1－2　刺激人物2　公務員
鰯 クラスター 形容詞対　　　　　　　　　　　　　　クラスター＾個→D B　m＝6〕 C個＝33〕 匝伽・工m ＾価＝51〕　　　B血1＝ω　　　CO一＝3引　　　〕Oト10〕
1．虹臼な
ム恥しがりの
o．うきうきした
4．人のよ一、
5．■睡惑のある
乱尤吻せ刻、
7．囑一な
8、な却、きな
9．艘じのよい
10．鶉しみにくい
11．邊切な
1工短気な
1i杜交的な
14醐的な
15．阜屈な
1乱湘的な
17．かわいらしい
18。蜥肱
19．目信のある
20．…；づさカ‘た一、
凹　　s皿
4．14Ω．25ヨ，
；、37u．ηω
5．84　‘1．i61〕
5．29　｛、914〕
4．31｛1－306〕
4．一2　｛1，131〕
4．67　｛1，247，
4，69　o．皿o血，
5．20　‘1．O日5，
4，75　｛1，266，
；．ヨ1｛1．0耐
4．％O、刎〕
3一％｛1．0ω
5．ヨ3Ω．捌〕
4．45　｛．956〕
5．04｛1．1刎
5．41　｛．974〕
5．伽O．5捌
4．98　｛1．一60〕
4，78　｛．84η
一　　s田
’．67　‘．943〕
6．3ヨ｛1．2舳
5．83n．0舳
5．83　｛I．572，
5．］7　｛1，344〕
3．67｛．τ棚
4，000．1捌
4．83　｛．898，
6．00　｛　．816〕
；．83　｛1．；72，
6．ヨ3　｛1，374，
；、00　｛！．0皿鉋〕
4．50　｛2，217〕
；．67　｛．943〕
4，17　0，572－
4．50　｛　．764，
1．17｛1．閉，
4．50　t1，258〕
4．；3　｛1．ヨ74〕
4．33　｛1，247〕
凹　　馳
4，21　0，174〕
5．21　u．00呂）
5．55　｛　．98B，
5．00｛I．231〕
4．ヨ00，243〕
4．48　｛I．2冒2〕
4．85　α．2皿9〕
；．06　｛1，205，
5．21　｛1，381，
5．ヨ3　｛1，511〕
5．15｛1．1醐
4．91　｛1，215〕
4．12　‘1．ヨ65，
5．1a　｛1．48‘〕
4．45　｛1、！03〕
5．18　‘1．05昌〕
5．21　｛．87帥
ヨ．94　｛1，324工
5．12　｛．807〕
5．21u．皿94〕
”　　s1〕
ヨ．90　｛1，044〕
盲．30　｛　．781〕
5．50　｛1，360｝
5．mu．26帥
4．7皿　｛］．616｝
4．8咀O．07η
ヨ．mu．似ω
4．60　α．960｝
5．2鉋　o．249工
5，300．6耐
5．90　‘、831，
5，5血　｛1，204〕
3．70｛1．3捌
5．10　｛1，446〕
4．’40　‘1．∋56〕
5．IO　｛I．81｛j
5，6皿O．鯛1｝
ξ．4皿　｛．800｝
4．60　｛1．；56〕
5．ヨ0｛．棚，
1．慎重な
2．恥しカ｛りの
ヨ．うきうきした
』．人のよ、、
5．貢任感のある
6．心のせまい
7．螂な
＆な刻、きな
9．感じのよい
10．親しみにくい
1i．親切な
12．短気な
1ヨ．社交的な
14．意歓的な
15．軍層な
16．消極的な
工7．かわいらしい
18．薫分別な
19．自信のある
刎．近づきカ…たい
”　　S皿
3．％｛1，533〕
5．4ヨ｛1，192〕
5．55｛．9％〕
5．55｛1．ヨ1副
4．59　o．751，
4．14　｛1，268，
5，330，338〕
3．92　｛1．王69，
6，100．3州
ヨ．”｛1．47ω
5．84　t1．5ヨ9〕
5．14　｛1，221〕
5．39｛1，315〕
5．82　｛1，451〕
；．00“．4㎝〕
4。ヨ9　｛1，238〕
5、ε皿｛1．B8〕
5．57　｛1，524〕
4，8B　｛1．2ヨ1〕
吐35｛1．o捌
｝　　鋤
3．8ヨ　｛、681〕
5．50｛1，70酬
5．50　｛　．7“〕
5．17　｛1，863〕
5，00　0．6ヨヨ〕
4，000一η2〕
5．ヨ0　｛．957〕
3，50　｛2．2，1，
6．研O．犯1〕
4．17　｛1，772〕
6．11｛1．5η〕
4．6τ　｛1．8冒丘〕
6．3ヨ　｛1，374〕
7．0皿　｛1．290
5．50　｛1，384〕
4．；O　｛1、一18，
7．67o．700〕
5．17　｛1．5τ2〕
ヨ、8ヨ　｛1，772〕
4．血血　｛1，826、
日　　帥
3．52　｛．957｝
↓79Ω．o08工
5．52　一．988，
5．24　｛1，478，
’．300，6％〕
4．58　｛1，2ヨ2，
；．15　｛L258，
3．88　｛1．ヨ4ヨ，
；．；；n．350－
4一ヨヨu．仙η
5．36　｛1．66缶〕
4．94｛一．09卵
5，21　0，225，
5．67　｛1，531〕
5．09　｛工．334，
4．48　｛1．ヨ05〕
5，70　0，029，
5，79　0，365－
4．94Ω、229，
4．61　u．278〕
”　　帥
ヨ．50｛1、％2，
4．60u．35ω
6．10　｛1．ヨ75〕
5．60‘1，855〕
5．00｛1．螂，
4－10｛1，513〕
5．80　｛1．ヨ27，
ヨ．90｛1．ヨ例
6．50｛1．2㎝〕
3，800．㎜，
6．50｛1．85η
4．20　｛1，400i
5，900，814，
丘．00　｛一．789〕
↓50‘．806〕
3．70｛1，345，
5，80　0．6皿O，
6．㎝｛1．棚〕
4．‘0　｛1，497〕
4，60　｛1．1－4〕
付表1－3刺激人物3：先生 付表1－4　刺激人物4　作零
鰍 クラスター 形容≡司対　　　　　　　　　　　　　クラスター＾佃＝5D B伽＝ω C　m＝鋤 o｛田＝1m ＾O1！51〕　　　EO一！6〕　　　C｛咀！ヨ3〕　　　皿｛日＝10，
1．倣工恥しがりの
ヨ．うさうきした
4．人のよい
5．鰯のある
6．心吻せ刻、
7．蟹竈な
8、なまいきな
9．感じのよい
10．蟹しみにくい
11．鯛な
肌短気な
B．杜交的な
14．意脇な
15．卑厨な
16．消竈的な
π．かわいらしい
la簑分別な
1，．百Oのある
20．近づきがたい
＾　　SIレ
ヨ．16　⑪．395〕
5．65　｛1，250，
5．20o．㈱，
4．65u．伽一
3，69　0，260－
5．27u．棚，
5，73　獺．238，
4一；9　｛1．2；5〕
4，78　｛1，419，
4．％‘1．ヨ；η
4．69｛1．ヨ50，
5．37　｛1．32B－
5．00　｛1．35冒〕
4，12　｛1．ヨ53，
5．47　o．226，
5．6τ｛1．1棚
；．刎｛．8ヨ”
6．3，　｛1，086〕
4．27　｛1，535－
4．78　tI．016一
一　　S皿
5．00　｛1．00皿，
5．3ヨ　｛1．7皿皿，
6．00　｛1，414，
5．67｛z的5〕
5．50　‘1，708，
4．17　工1，951〕
5．00　｛1，155〕
；．67　｛1，972，
7．17　｛1，675｝
4．5岨　｛2．7；4〕
；．83　｛2，267〕
5．00　｛一．732〕
4．83　｛21034，
5．3ヨu．37ω
5．00｛2，582，
；．50‘．卿，
7．㎝｛2，082，
4■‘7　｛1．79；，
6，00　0，915〕
4－00｛ムψ9〕
＾　　帥
3．58　｛1．ヨ2ω
4．97　‘．969〕
4．67　一．804，
4．24　｛1，129〕
3．64　｛1，251i
5．79　｛正．225，
5．79｛．9m
4．76｛1，232〕
4．70｛1，081，
5．55　－1，208，
4．27　｛1，023〕
5．06　－1，071，
4η｛1．刎1，
4．03　｛1，167－
5．7，　｛1，037，
5．85｛1，019〕
4．85｛．85η
6．ヨ6　｛1．一23，
’．釦Ω．珊1，
5．巧‘1．04η
日　　so
ヨ．60t1，020〕
5．‘血　O．I14〕
5．00　｛1，183〕
4．；0　0，269〕
ヨ．60　t1，800〕
6．00　｛1，732〕
5．50　｛1，851〕
5．40　｛1I744〕
4一①0｛1．仙，
‘．10　｛1．5τ8｝
3．90　‘1．51ヨ〕
ム70　｛1，418〕
4．10　‘1，814，
4．20　｛1，990－
6．10　｛1，075〕
6．20　｛1，249〕
4．80　｛1，410〕
6．40　｛1，114〕
3，800’．“1－
6．10　｛1．；一3〕
一．慣簑な
2．恥しがりの
3．うきうきした
乱人のよい
5．貴任患のある
6．心のせまい
7、鰯な
a．なまし、さな
9．感じのよい
m．隷しみにくい
11．硯切な
1ユ短気な
1ヨ．杜交的な
一4．意歓的な
15．軍屈な
16．消働旬な
17．かわいらしい
18．崇分別な
19．自億のある
20、症プきがたい
凹　　剛
4，86　0，688，
5．00　‘2，096〕
6，25　0，250〕
5．2；　一1．3，8〕
5，78　0．41則
5．24　o．292〕
5．ヨ5　｛1，355〕
4．18　－1．41血〕
5．25“．1醐
“50．頸1〕
5．7亘　‘1，049〕
5，04　0．54｛〕
6．04　‘1，726〕
4．04　‘1，495，
5．18｛1、脳〕
5．ヨ1｛1．ヨ65〕
5，18　0，115，
5．12　｛I．ヨ5ヨi
ヨ．卯｛1．蜥，
乱．筋｛1．ヨI1〕
凹　　S】〕
4．67仇35η
；．67　⑫．427〕
4．8ヨα”酬
5．00　｛Z2ヨ6－
5．83¢伽一
4．ヨ0　｛1，118〕
5．67　｛1．τ00〕
3．33α494一
；．17　‘．687〕
4．17　｛2I115〕
5．33　‘　．943〕
6．00　｛1．｛14〕
6．o蓼｛2．ooω
3．00｛1．1捌．
’．67　｛2，494，
5．8ヨ｛1．95u
ヨ、83　｛1．’62〕
5．67　t1，972，
4．67⑰一棚〕
ヨ．8ヨ　σ．9；1，
口　　s0
4．55n．70η
5．18　⑰．138，
5．97　｛1，566，
5．皿3　岨．4冒η
5．ヨ6　｛1．47ヨ〕
5，240，9刎
4．85　｛1．5皿O，
4．09“．19醐
5，270，6捌
4．55　｛1，458〕
5．12　－1，008〕
5．09｛1，3洲
5．73u．測n
3．79　’工1，387〕
5．18－n．ヨ5帥
5．42　｛1，371，
4．97獺．一M，
5．胸o．52刊
3．61　‘I．6ヨ2，
3．91　｛1，215一
凹　　so
5．80　｛2，358，
5．90　｛2－809－
6・70ω華ω
5、吉0G．⑳
’τ、呵011．珊〕
；．加α200，
4．40　｛2，538，
2，叩o，1o卵
；．；0⑫幽，
4．70　｛2．2；8〕
盲．80　‘1，400〕
5．60　｛2＿3；2，
5．80　｛1，990〕
3．40　｛2＿200，
5．80｛2，522〕
5、則｛工棚〕
4，㎝α蝪，
ωo12岬
3．40⑫峨，
4一ヨo仏；；刎
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付表1－5 束u澆吏ノ㌧ヰ勿5 歌手 付表1－6刺激人物6学生
鰍 クラスター 形蓉詞対 クラスター＾‘田・5D B卿＝6〕 cm＝ヨ3〕　　D伽！1ω ム個→1〕 B㎝＝ω C炸33〕 皿伽＝1m
1．慎量な
1恥しがりの
3．うきうきした
4．人のよ一、
5．責任嚢のある
6．尤のせまい
7．鰍＆な刻、きな
，．感じのよい
10．愚しみにくい
11．凄切な
1Z短気な
10．杜賊な
14一醐的な
1…．皐屈な
16．消極的な
17．かあいらしい
1a蜥肱10．自信のある
20．近づきがたい
”　　S皿
6．61“．；皿9〕
7．24　｛1，230〕
3，33　0，530〕
4．78｛1．25刊
6，160．46ω
4．τ1Ω．0η〕
3．’ヨ　｛1－3－7〕
ヨ．59｛1．Omi
4，780．27ヨ〕
5．29u．伽〕
5，35　0，063〕
4．75　｛1，169〕
2．75｛1．2鋤
3，570．1刎
5，350．捌〕
6．τ5｛．92ω
4．脱｛1．3㈱
3，940，195｝
ヨ．ヨ70．06ω
5．㎎｛1．48ω
呵　　帥
7．33｛1．棚〕
7．；0u．1一副
4．8ヨO．3ω
4．；ou．！捌
5．50　｛1，384〕
4．00　｛1，155〕
3．67α1鋤
2．33｛．閉〕
ヨ．8ヨ　O．213〕
4．㎝u．82ω
‘．㎝o．5捌
4．50　｛1．80ヨ〕
3，170．7η〕
3．00u．一55〕
5．㎝O．7ヨ2〕
7．50｛、95η
6．17｛1．7η，
3．50｛1，893）
ム67｛．7捌
4．83｛五115〕
凹　　馳
6，39｛1．8⑭8〕
6．91｛1．24m
ヨ．蝸O．55帥
4．85u．；00－
5、棚O．仙5｝
4．91u．505｝
ヨ．30｛1，08η
3．18Ω．21η
5，09u．州〕
5．π11．4ω
5．ヨ00．㎝O〕
4．側（I．o％〕
2．70｛1．2百η
3．ヨ3｛1．工η〕
6．03　tI．586｝
6．79u．2棚
4，700，291〕
3．脱o．㈹、
3．36o．2％〕
4．醐u．29η
凹　　馳
7，600，200，
τ．5皿u．20Φ
3．30｛2．工4η
6．50｛1，565｝
7－10　0，578〕
3．50｛1．ヨ6引
2＿50　｛1，432〕
2．60　｛工．428｝
‘．60｛1，908〕
4．40｛1．％O1
5．珊u．908）
4．60（2．10η
ム20｛．8η〕
2．50｛1．棚〕
6．10α25帥
7．50　｛L204〕
5．70Ω．952〕
3．20u．5ヨ6〕
3．oon．9刎
5．30Ω．5ヨ刎
1．慎重な
工恥しがりの
3．うさうきした
4．人のよい
5．責任感のある
6．・〔のせまい
7．鰍8一なまいきな
9．感じのよい
m．親しみにくい
n．親切な
12．短気な
王ヨ．杜交的な
14一意欲的な
15．軍屈な
16．消極的な
17．かわいらしい
18一薫分房1肱
19．自信のある
20．迂｝づきがたい
凹　　帥
塙．04o．加刎
5．“n．73酬
3．94｛1．洲〕
4．37Ω．22m
6．皿0　｛1．ヨ58〕
4．96　｛1，120｝
3．7ヨu．011〕
3，570．1耐
4，690．1％〕
5－98　｛1，350〕
4．ωO．163〕
4．朽“．25ω
3，780．0η〕
5．24u．4皿呂一
4．61‘．槌η
5．24　｛I．262〕
↓820，097〕
4．00　‘1，103〕
4．脱O．138〕
6，180，042〕
”　　s口
6．83｛1，067〕
7，50｛．卿、
5．17｛2．5ω
5．67｛1．9η〕
7．67｛1．10ω
一．ヨ0　｛1，803－
4．50　｛　．951〕
1．50　｛　．50呵一
5．3ヨu，49n
5．67｛1，24η
5，170、η2，
5．17｛Lヨω
4．00Ω．291〕・
4．67　H．700，
4，50　‘　．7‘’〕
5．50　｛1，607〕
6．33Ω．10ω
4．33n．49n
4．67｛．7捌
5．3ヨo．脳，
｝　　珊
6，090．刎3｝
5．73α．6㎝〕
3．85　佃．ヨ9盲〕
4．四u，3側
5．兜O．37n
5－15　｛1．冒00，
ヨ．97　｛1，029，
4．1盲u．35D
’．30　｛1，243，
6．3，｛1，369｝
’、39　｛1，347〕
5．21　｛1，200，
ヨ．醐O．32m
4．91　｛1，602〕
4．9工｛1，138〕
5．5；O．ヨ醐
4．ヨ9〇一25ω
4，760．5捌
4．85　t1，329，
6．ヨO｛1，291｝
凹　　馳
6．70　｛1．，00，
7．OO｛I．612，
3．oou．265，
3．60　｛1，685工
6．90o．3耐
4．5回　（一．5皿0－
3，300，269〕
ヨ．00　｛一．265－
4．0皿O．183〕
6，900，300〕
5．00｛．894i
4．40u．‘鋤
ヨ．000．鵬〕
4．8靱⑰．棚，
4．ωo．428，
5，80　｛1，939工
3，50n．弼，
3．00｛1．00ω
3，90　0，044，
‘．50　｛I．118〕
付表1－7刺激人物7 政享台家 付表1－8刺激人物8検事
鰍 クラスター 形容；司対 クラスター＾佃＝盲1） 田炸ω COトヨ3〕　　　1〕｛固＝10〕 ＾lH” 嘔ω！ω C｛H・33〕 皿価＝1m
1、恒童な
2．恥しがりの
ヨ．うきうきした
4．人のよ｝、
5．責舶嚢のある
6．心のせまい
7．壌肱
8。な刻、きな
9．感ヒのよい
10．親しみ‘＝くい
n．黒切な
1ム短気な
13．社交的な
14．㈱な
15．阜国な
一丘．消垣的な
一7．かわいらしい
1＆鰍別な
1，．自信のある
20．酌きカ…たい
”　　馴
3，150．卿，
7．2，o，3ω
4．71｛1．棚〕
6．2血｛1．n5〕
5．18α08ω
↓2；α．61助
5．39｛1，971〕
3．39｛1．棚〕
6．；1Ω．539〕
3．24｛1．51ω
6，20　0，312，
4．ω｛1．脳〕
3，060．50皿〕
ヨ．78｛1．棚〕
6．08　｛2，018〕
6．珊n．573〕
6．ヨヨ｛1、捌，
5．18　｛1．83ヨ〕
3，100．90勃
；．390．瑚ω
”　　馳
5．〃｛2．3ヨ酬
8．00　｛1一工5；〕
4．17｛2．棚〕
6．17　‘2，409〕
6．；0Ω．21η
4．㎝｛1．棚〕
4．OO｛2，160｝
ムヨヨ⑪．5州
6．工7｛五6η〕
3．ヨヨ（1．49D
5．67α357〕
4．3；α49ω
2．8ヨ　｛2，478〕
ム研｛2．13ω
6．oo｛ム828〕
7I“｛．9棚
7．50｛1．8卿
4．83｛ムH5－
3，000，915｝
ヨ．ヨヨ⑰．2m
”　　S0
4，030，067，
6．7311．aヨO〕
4．則o．6㈹
5．97u．4ω
4．鯛11，701〕
4．73　｛1，213〕
4．97o．嚇｝
3，090，379，
6．〃｛1．ヨ棚
3．36｛1．ヨ刎
5．η｛1．2州
4．9“1．51引
2．釧“．15ヨ〕
；．730．6㎝〕
6．伽O．85卯
6．珊｛1，326〕
5．97｛1．40ヨ〕
5－4；n．舳〕
3．09｛1．6卿
3．兜｛1．5η〕
凹　　S皿
4．30｛工5ヨ2〕
τ．800．1ω
4－800，939｝
7．10　｛一、446〕
6．50｛1．7ω
ヨ．5①｛1．3ω
4，900，921〕
3．30　｛1，616〕
7，000，414〕
ヨ．20｛1．53ω
‘．m｛1．61勧
3．90｛1．仏ω
五60｛1．柳〕
5．㎝⑰．32ω
6，40　｛2，289〕
6．60｛1、鯛1〕
6．30（工1卿
5．20n．99ω
ム10　｛1，221－
3．80　｛2，040一
1．慎重な．
2．恥しカ｛りの
ヨ．うきうきした
4．人のよ｝、
5．責任感のある
6．・仁のせまい
7．卿な
＆なまいきな
9．感じのよい
lo．葦ヨしみ‘＝く一、
11．親切な
12．短気な
B．杜交的な
14．意歓的な
1ヨ．卑屈な
16．湖醐な
！7．かわいらしい
1＆無分別な
i9．自信のある
20、症フきがたい
H　　S皿
2，3；O．皿7帥
5．弱O．16ω
6．14　n．010｝
5，69　｛1，421〕
2．55｛．9捌
4．92u、蛎ヨ〕
6．88｛i．2工5〕
4．25u．1渕
5．的Ω．250｝
3、岬u．1剛
5．〃O．16”
5，310．55訓
5．57　｛1，418〕
3．78｛1．％2〕
6，000．仙〕
6，220，273，
5．59　｛1，070〕
6．84　｛1，433，
3．ヨ5｛1，802〕
3．29｛1．17ω
H　　馴
2，830、犯〕
5，170、棚，
6，670，7捌
6．πn．伯刎
2，670．刎η
4．50⑰．棚，
6．…0　｛1．80ヨ｝
4．67　｛2，055〕
5．33⑰、13ω
4．17⑰．115｝
4，83　0，213〕
5．㎝｛一㎝o〕
4．67｛1．2”，
3．33　｛1．49I〕
5．i7｛2．2‘η
6．50　｛1，500〕
5．33｛1．脇〕
‘．830．脆n
3．17　｛1，572，
3．67｛z削〕
H　　帥
2．ヨ9｛．91帥
5．06｛1．45引
6．18　｛　．999〕
5、研（1．11則
2．55t．9刎
5．㎝O．3⑱
丘．55n．㎝η
4，36u．36η
盲．45｛．988〕
3．52　工1－048｝
4．91｛．％5｝
4．94　｛1．49｛〕
5．ヨ0　｛1，167〕
3．5ヨ｛1，208〕
6．姻u．㎎2〕
6．52u．O－9〕
5．i8　｛　．90ヨ〕
τ．120．㎝8〕
ヨ．‘4　｛1，920〕
3．3皿｛1，058〕
日　　so
一．90　｛1，044〕
6．40　｛1．7’4〕
6．80｛1，400〕
6．10　｛1，375〕
ム80｛1．柵〕
4．70　｛1，418－
7．50｛．9刎
4．ヨ0　｛1I345〕
5．90｛．9棚
3．40　｛1．1工4〕
5．20｛1．53ω
5．10｛1．珊，
5．90u．221〕
ヨ．300，m，
7，000．脆5，
7．㎝o．王醐
5．60｛ム05帥
7．コ0　｛　．872〕
3．00　工2，000，
ヨ．60　｛1，200，
付表1－9 刺激人物9 弁■護士 付表1－lO刺激人物10：医者
鰍 クラスター 形蓉≡司対 クラスター＾価！5D B⑭・ω C価＝ヨ3〕　　　皿Oト10〕 ＾㎝＝51〕 日伽＝帥 C｛H＝3ヨ〕 o｛聰！lo〕
1．鯉な
工恥しがりの
3．うきうきした
4、人のよい
5．脳のある
‘．心のせまい
7．鰍＆なまいきな
9．感ヒのよい
10．叙しみ’二く一、
I一．鰍
12．短気な
！3．社交的な
1↓意歓的な
15．皐屈な
16．消竈的な
17．カ、わいらしい
18。蜥腋
19．自信のある
20．近づきがたい
”　　馴
μ9n．1刎
6．14n．捌〕
5．29｛．9％〕
4．ηu．鰯，
五船｛1．郷，
5．82｛1．ヨ3帥
6．侶n．2珊
↓41｛1．27D
4．80｛1，155〕
↓；7‘1．洲〕
4．4！O．m6〕
盲．脆｛L2剛
4．33u．脳〕
3、η｛．914〕
6．25“．剥1〕
6．37｛1．胴〕
5．14｛．68η
6．6，σ．260〕
ヨ．η｛1．7ヨ卯
4．39｛1，122〕
凹　　S皿
ヨ．500．2謝
6，330．10ω
5．ヨヨ｛．，棚
冒．㎝｛．5m
3．50　｛1．；00〕
5，8ヨ｛1．2Iヨ｝
6．83　｛1，213，
4I33｛1．70衙〕
4．67｛．伽〕
4－67｛．745〕
4．50　｛　．500〕
5．研｛1．棚｝
5．ヨ3｛．9棚
3．8ヨ｛1．η2｝
5．67｛1．棚〕
‘．πO．脱ヨ，
6，00　－1，155〕
6．研｛1．59卯
2．67　‘1，106〕
3．67　｛1，106〕
＾　　SO
工67（一．鋤｝
5．79n、…65〕
5．ヨ0｛．％卯
4．明Ω一ヨ7”
ム醐｛1，225〕
6－12Ω．225〕
6．ヨon．珊〕
4一ヨ6n．ヨ6η
4．』2｛．9刎
4．79｛1．ヨ6引
4．ヨ0｛1．1州
5．醐u．200〕
ヨ．醜｛1．皿Bω
ヨ．12｛一9ω
6．兜｛1．1al，
6．mO．11Φ
；．0ヨ｛．5別，
6，94｛1、㎝3，
ヨ、7ヨo．螂〕
‘．m｛1，381〕
凹　　s皿
2．30｛．781〕
6．80｛．980，
；．加tL5ヨ6〕
4．ωn．11ω
3．O佃u．仙〕
6．加｛1．mη
6．70｛1．34引
’．3011，100〕
4，900，136〕
4．60｛L伽〕
4．lO｛．a；1〕
6．30　｛1，100〕
3，500．獅〕
”O｛．831〕
7．mO．265－
7．40　｛一．200〕
5．20｛．400〕
7．10u．04ω
，．mo．，21，
4．80｛I7棚
1．慎重な
τ恥しがりの
3．うきうきした
4．人のよい
；．i任塞のある
6．心のせ却、
7．蜘な
8。なまいきな
，．惑じのよい
10．親しみにくい
11、親切な
1Z短気な
1ヨ．社交的な
1↓意歓的な
15．軍屈な
16．消働旬な
π．かわいらしい
1＆鮒肱
19．目信のある
20．近づきがたい
凹　　馴
2．78　｛工．40引
5．43　＝　．955〕
5．4〔．871〕
4．6〕．”2〕
3．02｛1．皿19〕
5．29｛．935〕
6．45　｛1．09皿〕
4－6ヨ　｛1，102〕
5．02n．％O｝
4．㎝u．巧ヨ，
4．3；｛1，169〕
5．55｛1．㎜，
4．6；　O．298〕
ヨ．82u．1；m
6、ヨ9｛1，189〕
5．％｛1．㎝刊
5．18‘．7醐
6．67　｛1，097－
3、ヨ1　｛1，435〕
4．巧u．一6助
凹　　s皿
3．83⑰．115i
6．50　｛1，384〕
4．8ヨn．η刎
4．ヨ3｛L10ω
3．皿0　｛1，291〕
5．17｛1．21ヨ〕
5．“o．洲〕
4一ヨ30．4，D
5．π‘1．η2〕
5．ヨ3　｛1，700－
4．67　｛1，247〕
5．50n．80引
5，500．7皿8〕
uτo．3ω
5．50　｛1．8皿3〕
5．67｛1－9η〕
5，500．ω刊
5．硯O．5了刎
3．83｛1．6耐
5．50n．，79〕
｝　　馳
ム9“1．棚〕
5．00n．25引
5．21｛．9η〕
4．15｛1．皿棚
2．97u．！側
5．61工．9醐
6．06u．0洲
4．帥｛1．棚〕
4，450．仙6〕
；．ヨ30．24η
’、別｛1．1刎
5．砺o．刎刎
4．12｛1．螂｝
3．55｛1，305〕
6．36n，2㎝〕
｛．15u，1囲〕
5．12｛．螂一
‘．85｛1．0τη
3．肪‘1．棚、
5．刃Ω．179〕
H　　靱
3．；0　｛1．ヨ60，
6．50、工L洲〕
4，70｛1．帥ω
↓30｛1，269〕
3．90　－2，071，
5．70　｛1．4目f－
6．10　｛1，578〕
4．20　t1，661〕
5．柵｛1．卿，
5．0皿　｛1，897〕
4．90o．鮒〕
5．90｛1．湖〕
3，600．旭1〕
3．50u．㈱，
6，600、刎1，
6．軸O．0州
5．伽｛．6働
6．70　t　．900，
3Igo⑫ヨ側
5．㎝｛．撒〕
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付表1－l1刺激人物11：看護婦 付表1－12刺激人物12：大工．
鰍 クラスター 形蓉詞対 クラスター＾佃考1〕 B　｛I一，缶，　　　　　　C　Ol≡書3， 皿　oトー皿〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　佃■5n B　｛H，6〕　　　　　　C　棚＝3；i 画価！m〕
1、獺な
ム恥しがりの
3．うきうきした
4。人のよい
5．鰯のある
｛．尤例せまい
1．鰍8．な訓、きな
9．感■二のよい
I0．繧し刻二く一、
u．邊切な
1ム短気な
1；．社交的な
14鰍的な
15．卑層な
16．鰍π．カ、bいらしい
18、鰍依
1｛、自信のある
20．形きがたい
凹　　師
3．69　‘1，260〕
5．；7　｛．949｝
4．82　｛．，44〕
4．12　｛1，215〕
3．ヨ；　O，2f81
5．67　｛1．4－0〕
5．49’O．郷〕
4．8島　O．27竃〕
4．20　｛1，268〕
5．69　｛1．ヨ36〕
4．呵2　｛1．；02〕
5．4；　｛1．30…、
4．25」｛1，202〕
3．98　‘1，129，
5．86　｛．97］，
5．別‘．9閉
4．49　｛1，127〕
5，900．O馴
3．8島　二1，06一、
5，69　｛1，019，
”　　㎝
3．8ヨ　｛2，115〕
5．缶一　｛1，599，
5．17　｛］．462，
4．8ヨ　｛I．951〕
4．00　｛1．7；一〕
5，83　0，863〕
5．πO．213｝
5．17　｛1267〕
4．83　｛2，192〕
5．50　｛2．21τ，
4．17　‘2，267，
5．1f　（2，115〕
5，17｛ム26η
4500．棚，
5．皿0　｛一．414，
5．83｛1，067〕
’．67　‘1．97コ，
5．⑰0　｛21082，
4．6一　｛　．一45，
5．3；　‘2，211，
凹　　Sl〕
3．79　｛1，572，
5．1ヨ　｛1，209｝
4．64　‘．915〕
3．82　｛I．167〕
3．ヨ；　｛　一8す岳〕
5．醜｛1．捌〕
；．3，u．1刎
5．09　｛I．2I；〕
ヨ．85　｛1，282｝
6．06　｛1，179，
3．58　｛1，207，
5．7①　｛　．9；〒、
4．15　‘．957〕
3．9I｛1．0捌
5．“｛．醐n
‘．06　｛．886｝
4．27　｛．862，
5，850．棚〕
4。ユ1　｛1．1－2，
6．09　｛1，264，
凹　　馴
4．40　｛一．625｝
5．20　｛1，400－
4－40　｛1，020〕
ヨ．10　｛．94ヨ〕
3，60　｛一．200，
6．一〇　｛1，300－
5．80　｛1，720〕
5．oo　u．4呂；〕
4．］皿　｛1，758｝
6．ヨ0　t1．6τ6〕
3．60　“．ヨ56〕
6．40　｛　．917，
3．90　｛1，221一
；．60　t1．02皿〕
6、㎝｛1．珊3〕
6－30　｛1，187〕
4，00　0．48ヨ〕
6．一呵　｛1，136，
4．20　｛1．0τ恥
6．㎝u．095，
1．債量な
工恥しがりの
3、うきうきした
4．人のよい
5．責僅黒のある
6．心のせ刻、
7．鰯な
aなまいきな
9．感I二のよい
10．親しみにくい
11．繍コな
肌短気な
13．杜交的な
一4．醐的な
15．阜屈な
16．潮i酌な
17．かわいらしい
旭崇分別な
19、自信のある
20．迂づきカ’た｝、
凹　　S皿
4侶O．5ω
5，25　｛1，341，
4．，4　｛．97一〕
ヨ．73　0，189一
ヨ．84　｛1，144〕
5．35　｛1，326〕
5．04　｛1，084，
4．τ6　｛　．962〕
4．6，　｛工、39ヨ，
5．37　｛1，371〕
4．39｛1，315，
4．0呵　｛1，314〕
4．49　｛一．；51〕
ヨ．92　｛1．0｛5｝
5．6一｛．幽2〕
5．92　u．026〕
5．16　‘．849〕
5，02　｛1，244〕
…．7ヨ　｛1，15危、
5、ヨ9　o．I89｝
H　　鋤
3．…0　｛1．80ヨ，
4’弓皿　‘1，9〒9，
4．工7　t1，572〕
3．一7　｛．898〕
ヨ．一7　α，0671
5．8ヨ　｛．687，
5．83　佃．213〕
4．5皿　｛　．957，
4．5皿　‘　．957〕
5．33｛1．！0ω
｛．i7　｛．687〕
ヨ．67　工．τ4ヨi
4．Iτ　｛1．弛4一
ヨ．67｛、”1〕
6．；0｛1，118〕
6．8ヨ　｛1．06τ〕
4．8ヨ　｛1，213〕
5．83　｛．89剛
3．50　｛1，500，
5．00　｛1．a26）
＾　　靱
ヨ．70n－267〕
4．ε5　u．282〕
’．］8　｛、8ヨ3，
3．67　｛、72；，
3．82｛．90訓
5．64　｛1－096〕
5．27　t．垣62，
5．18　｛．936〕
4．09　｛．86‘〕
5．01　｛．996〕
4．1；　｛．821〕
4．21　｛11365－
4、τ9　｛1．22；】
3．8冒　n．008〕
5．67t．9m，
5．97　｛1，000，
4．82　｛．458－
5．24　｛I．045｝
3．94　｛1．2皿5i
5．70｛．棚，
H　　s0
4．ヨ0　｛1．61舌，
盲．3竈｛工00カ
3，90　0，758〕
ヨ．200．伽，
ム60｛．㎝”
6．70　｛1，481〕
5．60　｛1．εヨ5〕
5，40　0，562，
4．7邊　Ω．7ヨ5，
6．30｛1，552〕
4，500．棚〕
3．4血　岨．5‘田
5、ω｛ム05則
3．oo　｛1．皿95工
6．50　｛1．68醐
6，50　0．62醐
4一珊｛1，356〕
5．90｛1．70皿〕
3150　｛t746i
5．90　｛1，640，
付表1－13刺激人物13：裁判官 付表1－14刺激人物14：一魚尾
鰍 クラスター 形蓉詞対 クラスター＾m→1〕 圃佃＝6〕 C作ヨ3， 正㎝・101　　　　　　　　＾⑭｛1， 旧｛皿吉6，　　　C｛田＝3ヨ〕 E個！10〕
L債蟹な
ム恥しがりの
3．うきうきした
↓人のよ、、
；．脳のある
缶．沁吻せ刻、
7．鰍な
8。なまいきな
9．蟹じのよい
10．蟹しみにく一、
1L鯛な
12。短気な
1i㈱な14燃な15．埠堀な
1‘．湖醐な
π．カあいらしい
18一簑棚帖
19．自信のある
20．肋きがた一、
凹　　靱
1．94　｛1，127，
5．35｛1．0鋤
6．25　｛1，186〕
5．16　｛I801，
2，22　0，242，
5．37　｛1，620－
7．2，　｛1，209｝
4．90　｛L089，
5．㏄｛1．07Φ
ヨ．63　｛1，328，
5．18　｛1，133〕
5．98　｛1，350，
5．67　｛1，580，
4．16　｛1，349，
7，12　0．1缶6，
5．67　｛1，423〕
；．01　｛．960，
f．一5　｛I．519、
ヨ．16　｛1，984〕
ヨ．43　｛1．3血2〕
｝　　馴
ム67　（1．一⑭0、
ヨ．83　｛1．ヨ44，
6．50Ω．118〕
5．17　｛L951〕
3．00　‘1，732〕
5，50　｛1．5⑪0，
危．33　｛1．24了｝
4．67　｛．471〕
5．一7　｛．后87〕
；．17　｛1．ヨ44〕
；、17　｛　．687i
6．3ヨ　‘1，074〕
；．67　‘2，134〕
3．83　｛1．34｛〕
5．脇｛．倣〕
5．㏄O．52副
4．83　｛．373〕
τ．ヨ3　（1．24一〕
4．皿0　‘2，449〕
ヨ．50　｛1、ヨ84，
凹　　帥
2．09　｛一．o－6，
5．工8Ω、19刎
5．91　｛　．996〕
4．9一　｛　．753，
2．3ヨ　｛1．i46〕
5．85　u．25呂｝
6．9一　｛1．⑪55）
4，88　｛1，200，
’．88　｛．977〕
4、！2　｛1，225〕
4．94　｛　．も94，
5．61　｛一．347，
5．3皿｛1．0日η
3．τ6　｛1．2ヨ2〕
6．80　｛1，273〕
6．15　｛．988〕
5．18　｛．757〕
τ．；5　（1．04－i
ヨ．36｛1，982，
ヨ．42　｛1，280一
凹　　師
I．80　｛．872，
5．80　｛　．8τ2，
6．30　｛1，269〕
4．90　｛　．539｝
1，90　‘、，4ヨ〕
6，oo　｛　．894〕
7．80　｛．872〕
4．70　｛1，616〕
5、｛0‘．917〕
4．ヨO　｛1．55コ，
5．60　｛1．一14－
6，100，221〕
5．50‘．922，
3．εo一．㎜，
7，mO．005〕
‘．20　｛1，249〕
；．50｛1．0捌
τ．80　（1，166、
ム300．1酬
3．40｛1－nω
1、慎童な
工恥しがりの
；、うきうさした
4．人のよい
5．鰯のある
6．心のせ凱、
7、鰯な
8、なま㌧、さな．
9．感ヒのよい
工o．親しみにくい
u．親切な
1Z短気な
工3．杜交的な
14意欲的な
15．皐屈な
16．消働腋
17．かわいらしい
瓜簑棚肱
19．目信のある
20、近づきがたい
凹　　馴
6．一4　｛一．一38〕
6．06　｛1，162〕
ヨ．27　｛．909〕
3．37　｛．816工
5．06　‘　．9ヨ7，
5．45　｛1．03盲〕
4．lO　｛．一48〕
4．67　｛．832〕
4．i8　0．工一5－
6．10　｛一．i59〕
4．12　（．98ヨ〕
3．陥｛．η0，
ヨ．730．2刎
3．92　｛、946〕
5．”｛1．0ヨω
6．20　｛1．0’8〕
4．76　｛、920〕
4，8ユ　（、8ヨ3，
4．ヨ3　‘．9‘3｝
6．24　｛．899一
凹　　馳
5．6f　｛．745，
6．3ヨ　tI．247｝
3．王7　｛．687〕
3’．50｛1．2珊
’、67u．37ω
6．3ヨ　｛．94ヨ〕
4．67　｛1，10右〕
4．5日　｛　．9；7，
3．67　｛．943〕
5，50｛1．H8〕
4．；ヨ　｛1．49”
3．17　‘　．898〕
2．67　｛．943｝
3．00u－15引
5．83　｛1．34刮
6．67｛、9捌
4．！7　‘、898｝
4．珊｛．5㎝1
3、岳7　｛1．1血6〕
6．83　｛．6呂1一
6．一5　｛一．184，
6．15　‘1，258－
2．97　｛．，〇一0
3．2丁　｛1，108〕
482　‘　9；6〕
冒82　｛1　113｝
吐241胴〕
5　06　Ω　179｝
3　アo　｛　870〕
6〃｛922〕
4　00　｛　81｛〕
4．工2　｛1　122〕
385Ω閉〕
382　｛　8ヨヨ〕
5　76　｛　9；4〕
6　42　｛　85功
461｛鮒，
503　－124ヨi
4．21‘．
67；｛10鋤
凹　　帥
5．9田　佃．136，
6．40　｛．，17，
2，900．幽，
2．70　‘．900i
4．40　‘1．90日〕
6．㏄‘1．4㎝一
3．70　｛1．18η
4．50　‘1．62日，
4，000I舳j
6，9皿　‘1I－36〕
ヨ．拮0　｛I．68；〕
；．30‘1．1馴
ヨ．90　｛1，972〕
3，000．18訓
5．90｛一．75a〕
τ．m｛1．珊〕
3．90　｛1，758，
4．｛O　（L800、
ヨ．700，418〕
6．70　｛1，187〕
付表1－15刺激人物15：銀行員 付表1－16刺激人物16：事務員
鰍 クラスター 鰯1 クラスター＾個刮〕 BOト6｝　　　C皿トヨ3〕 皿　｛皿，一〇〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　Oト；D B　O一＝6，　　　　　　C　Oトヨヨー ○側・1ω
］．靱な
z恥しがりの
｝うさうきした
4．人のよ．い
5．脇のある
6．’o眺ま、、
7、螂な
8、な刻、きな
9．感じのよい
lo．浸しみにくい
11．湧切な
1z短気な
1■㈱な
14．鰍な
15．卑屈な
16．棚な
17．柵いらしい
18．簑分別な
19．目信のある
2血．ヨ匠づきカ亭た一、
颪　　鋤
3．18　｛1，309〕
5．08　‘1，135〕
5．6一　｛1，097｝
；．18　｛．944〕
ヨ．59｛1．3工ω
4，3ヨ　｛．8冒6，
5．76　｛1，198，
4．5I　‘．9，7〕
’．9皿　o．3I7〕
4．τヨ　｛一．一22、
’I6ヨ　‘1，137｝
5．57　｛一84丘i
4．47　‘1，161〕
4－82　n．042，
’．，4　｛．，58－
5．12　｛1，131，
5．16　｛．724，
5．90　‘1，089，
4．7ヨ　‘1，122〕
4．78　｛．89ヨ，
凹　　副
4．］7　‘1，462〕
5．ヨヨ　｛1，599，
5．50　｛1．舌皿7〕
‘．17　｛1．’62，
4．5皿　O．500，
4．一7　｛1．⑭67i
5．00　｛1．6ヨ0，
3．50　‘1，258，
5．67　‘1，795，
4．17　｛1．57？〕
5．50　｛1，258，
4．67　‘．94；，
；一17　工1．9；1〕
5．11　｛1，462，
4．17　‘1．34仰
4．；O　－1，500，
5．珊｛．棚一
5．ヨ；　‘1，700，
4．8ヨ　｛1，772，
4＿00　｛1．i55，
H　　馴
2I88　｛　．9’6〕
4．52　‘1．！58｝
5．58　｛．780｝
4，97　n，05畠〕
3．ヨ3‘．η5〕
4．危一　｛　．983，
5．61｛．9”，
’．4冒　｛．892｝
4．；8　｛1，016〕
5．⑪6　｛一．153，
4．55　｛、89n
5．ヨ3　｛1．O；；一
4．ヨ3　－1，385〕
4．55　｛1．一；7，
；．ヨ3　｛1，247，
5．；90，301〕
5．06　｛．4！2－
6，27　｛1，108，
4、ヨ90．皿9助
5．09　t1．08ヨ〕
凹　　馳
ヨ．00　｛1，000〕
4．90　｛　．9｛3〕
6．1皿　｛．831，
5．‘O　｛1，020〕
；．80　｛．980〕
4．20　｛一．327，
5，70n．”2〕
4．20n．166，
5．40　｛1，562〕
4．30　n．005｝
5．30　｛1，345〕
5、一〇　｛　．800一
；．20　｛　．980，
5、；0n、仙8－
4．；皿　O．118，
4．80　｛1．Oη〕
5．oo　（．872，
5．τ00，005，
“皿｛．800，
480｛．600，
1．胴な
1恥しがりの
3．うきうきした
↓人のよい
5．脳のある
6．心のせ訊、
7．鰍8、な刻、きな
9．憂ヒのよい
10．愚しλ一：くし、
11．鶉切な
1工鰍I3．杜効百な
肚燃な15．皐垣な
16．涌醐な
口．由柵、らしい
I8、崇分別な
19一自信のある
20、迂bきカ’た㌧、
＾　　鋤
4．04　‘1．一20，
5．12　｛．，00－
5．51　｛．849，
5．27　｛1，122，
4．5，　｛1．O冒8，
↓29｛．醐帥
4．88　｛．，，1，
4．あ｛I醐一
5．55　‘1．0，0，
4．41　｛1，032〕
5．47　工1．1η〕
“5α．0州
5．49　｛1，211，
‘．㎝｛1，009i
4．ヨ3　｛．900〕
425‘．860，
5．39　｛　．一94，
5．3；　｛L00ヨー
5，27　0．1コ2，
4．57　‘．869，
凹　　副
5，170．幽，
5．50　｛　．957，
5．50　｛一．258，
5．ヨ3　｛1．ヨ74，
5．17　｛．898，
4．8；　一．6巳一，
4．83　｛．657〕
4．17　｛．｛81〕
4．鴎‘．舳〕
5．33　｛L　l06，
4．8ヨ　｛1，067〕
4．8ヨ　｛．893，
5．17　｛．898，
5．50　｛．764〕
4．3；　｛1，247〕
4．17　｛1，213｝
5．⑭o｛．弼、
4．酌｛．獅，
；．50　｛．764－
5．17　‘．687〕
＾　　馳
4．ヨヨ　｛1．0ヨ5〕
4．79　｛．844，
5．45　｛．一42，
5．03｛．8鋤
4．52｛1．01卯
↓蘭｛．洲、
4．醜｛．畑，
4．；5　｛．畠百6〕
5．一8　一．869〕
4．7危　｛t016｝
4、，7　｛．，3丁，
4．88　｛、807〕
5．ヨヨ｛1．0捌
5．70｛1．㎜〕
4．61　｛．85”
4．…；6　｛．810，
5．15　｛．一脇、
5．π｛．醐，
ヨ．27　｛．93衙〕
4．61　｛L071〕
”　　副
3，90　0，044，
4．60　‘．663，
；．60　｛．663｝
5．珊‘．㎝，
4．ヨ0‘1．％9〕
4．50　一．671）
5．ヨ0　｛．78D
4．70　一．781，
5．90工．53”
4，70　｛1，005｝
5．靱｛．922，
5．ヨ0　｛　．78一，
5一仰O．114，
6．皿0　｛1，265〕
4．50　｛　．…00，
4．70　｛．781，
5．…冊　｛．9刎、
≡≡．60　‘．800，
5．如｛．800，
4．50‘．㎜〕
一70一
早稲田大学人間科学研究 第1巻第1号1988
付表1－17刺激人物17：八百屋 付表1－18刺激人物18：建．築家
鰍 クラスター 麟 クラスター＾価→i， 日伽＝6〕 C伽・鋤　　　O価！一〇〕 ＾｛尚1〕 嘔Oト6〕　　　C工皿＝33〕　　　E｛m＝一〇，
1．伯口な
z恥しがりの
3．うきうきした
4、人のよい
5．贈婁のある
6．心のせまい
7、幅oな
8．なまいさな
，．惑じのよい
10．黒しみにくい
11．繍劃な
1工短気な
B．社交的な・
一4．鰍
15．阜屈な
16、消O的な
］7．カ、bいらしい
18、鮒嗣な
1，．目信のある
20．近づきがたい
｝　　副
5，98　0，05η
6．η｛．91刎
3I61｛．9葺O〕
3．67　｛．8f8i
’、艶q－o囎1
5．6ヨ　｛　．9百9－
4．12｛．醐，
484｛．醐ω
4．00　｛　．792〕
6．妬｛．78副
’、ヨ90．胴O，
3．96｛．ηη
3．η｛1．26助
ヨ．98｛1，019一
；．3，｛．930〕
6．12　｛I878一
↓卯｛．6ω
“9｛．8捌
4．η｛1，011〕
6．12｛．9ω
凹　　酬
5．83｛．舳一
5．17｛t21ヨ〕
ヨ．百7‘．伽〕
ヨ．83｛1，21訓
4．50　｛　．500〕
5．33｛、9棚
4．67｛．745〕
5．00　｛1，29I〕
4．17｛．898〕
6．17｛．3剛
ヨ．83｛．舶7〕
↓17｛．舳一
ヨ、50　0，258エ
ヨ．33｛一7棚
6．33｛．9側
6．83　｛．898｝
4．67｛、9側
4．67｛．745，
4．50　｛　、957〕
6．50　‘．957，
凹　　帥
；．82n．鎚1〕
5，940．1捌
ヨ．52｛1．工31〕
3．刎Ω．01ω
4，850．脳一
5．61n．㎝訓
4．“｛！．068〕
5．⑮9｛．8ヨm
ヨ．70｛1．08η
6．2Iu．174〕
3．70　｛　．904〕
4．12｛．9ω
ヨ、‘10．皿⑭
；．82｛1I㈱〕
5．““．肥則
6．12｛．榊〕
4．45｛．6；ω
5．OヨO．08η
4．刎｛．脳〕
6．61｛1、血71〕
＾　　s皿
丘．6皿u．200，
｛．20u．400工
3，100，221〕
ムmu．o05〕
4．70o．900〕
6．70　｛1，345〕
3．80　｛1，166〕
4．70　｛2，052〕
3．70　｛2＿O；2〕
6．m“．棚〕
ヨ．30　0．4－8一
ヨ．2皿｛1．2側
3，40｛1．鳩1〕
3．20　｛I．0τ7〕
6．㎝o．26；〕
6．7衙　｛　．640，
4，500．鰯〕
4．80u－0m
4，200．1㈹
τ．㎝｛．〃〕
1．慎重な
2．晦しがりの
3．うきうきした
4．人のよい
5．鰯のある
6．loのせまい
7．囑，な
8一な剴、さな
9．感！二のよい
m．親しみ仁くい
11．親切な
1ム短気な
工3．杜交的な
1’．意歓的な
王5．阜屈な
16．涌働司な
］7．カゼっいらしい
18。簑分別な
19．自信のある
20．迂づきがたい
日　　馴
ヨ．2皿o．㎝o，
4．57（一、125〕
’5．59“、o1ヨ〕
4．％｛．9酬
ヨ．49｛1．2刎
5．08u．045〕
；．90　｛　．913〕
4．跳｛．τ醐
4．7ヨ｛．9η〕
4．兜｛1，089〕
’．82｛1．㎝2工
5．‘1　｛1，189〕
5．18Ω．2弧
ヨ、71｛．9τω
5．跳｛．脳〕
6．04｛．9酬
5、一2｛、7醐
6．胴u．2皿o，
4．1皿O．4卿
↓τ6｛．8則
＾　　S皿
3．oo｛、馴ω
3，8ヨΩ．㏄η
5．ヨ30．2刎
“7｛．伽，
3．67｛1．10ω
5、工7｛．榊醐
6．50　｛1，118〕
；．；3u．刑〕
5．00　｛　．577〕
吐ヨヨ｛．9側
4．50　｛1，118〕
6．00　｛1．皿00〕
5．00　｛1，155〕
3．8ヨ　｛．89醐
；．670．ヨ7刎
6．00　｛1，000〕
4．研｛1．棚〕
6．00n．一捌
ヨ．50　0，118〕
“7u，700〕
凹　　S1〕
3．09u．1鋤
4．61｛．脳〕
5．45｛．7刎
5．00　｛．7了8｝
3．70　｛1，267工
4．94　｛　、851一
；．5；　｛　、891，
4．58　｛．740｝
4．88｛、80η
4．82｛、朽η
4．醜｛．575〕
5．4；｛．98副
4．則Ω．皿1ヨ，
；．67｛．9側
；．910．0鮒
6．06｛．脳工
5．09‘．棚，
6．21｛．陥助
3，880．鋤〕
4．82　｛　．903〕
”　　馳
ム80｛．872，
‘．40　｛一．020，
5，800．0閉
5．00　｛　．6ヨ2，
ム80｛．a72〕
5．10　一　．8ヨ1〕
6I00　｛1，095，
’．60　｛1．一14〕
5．20　｛　．980，
4．m｛1．I㎝一
5．00　｛i．000〕
5，40｛1，497，
5．00Ω．ヨ刎
3，600，200〕
6．10‘．，側
6．30　｛1．；52〕
5．10｛1．51ヨ，
6．ヨ0u．血05〕
3，400．柳ジ
4．20　‘1，077，
付表1－19刺激人物19：技自而 付表1－20刺激人物20：外交官
鰍 クラスター 鰍 クラスター＾伽⇒i〕 田個＝6〕 C‘皿！3；，　　　皿Oト10｝ ＾価→1〕 BOト‘，　　　C01＝ヨヨ）　　　DO．＝10〕
1．鰍ム恥しがりの
ヨ．うきうきした
’．人のよ㌧、
5．脇のある
6．心のせ凱、
7．鰍8。なま、、きな
9．感じのよい
10．親しみにくい
11．頼切な
12．短気な
13．社交的な
肌醐的な
15．鰍
16．涌竈的な
17．かわいらしい
18．簑粥腋
19．自信のある
刎．近づさがたい
H　　馴
五98｛．”刮
4．51｛．93η
5．67｛．61ω
4，65｛．舳〕
3．37｛．％則
4．78　｛、7－5〕
ヨ．7ヨ｛．9；ω
4．90｛．955〕
4．88｛．8鋤
4．；7｛．棚〕
4．脱｛．舳〕
5．2冒｛1．l00一
；．80‘．841－
427u．2ヨ8－
5．一2｛．，㎝一
；I29｛u；冒〕
5．皿6｛．41ω
；．90｛．棚〕
3、脱｛1．η1〕
4．7I｛．7刎
H　　SD
3．17｛．89副
4．00｛1，155〕
4．8；O．洲〕
4．50α．2捌
ヨ．50　｛　．500｝
6．oo“．ooo，
6．佃0｛。5η．1
5．00｛1．O血ω
4．50｛．7釧
5．OO　｛王．000，
5．ヨ3｛1，37ω
5．ヨ3　｛1，247｝
5．則｛．7鋤
3．研｛、471，
4．83　｛1．46勃
6．50｛．7ω
↓67‘．94ヨ〕
6，oo｛．5m
3．50｛．7ω
5．；3n．伽〕
｝　　s皿
ム94｛．919〕
4．珊｛．83切
5．52｛、60助
4，821，575〕
ヨ．蝸｛．7ω
4．85｛．957〕
5．；5　｛　．700〕
盲．03｛．83ω
4．鎚｛．舳〕
一．脆（．螂〕
4．8ヨ‘．65η
5．咽O．08ω
5．33｛．91ω
3．9〔1．1卿
5．i2｛．91ヨ〕
5．ヨ0｛．9ヨη
4．9“．螂，
6，031．卯4〕
｛．0ヨO．ヨヨη
4．百11．ηω
H　　s回
3．00　｛　．632，
4．仙｛．800，
6．10‘．5ヨ9〕
4．80｛．8η〕
ヨ．60u．O刎〕
；．10｛．7㎝，
6．40　｛　．663〕
4．90｛．831〕
5，20｛．600〕
4．30　｛　．78I〕
4．10　｛1．工00〕
5．80u．2棚
5．90　t　．83！〕
4．00　｛1，265〕
5．加｛．τ00〕
5．6皿O．1Iω
5，10　｛　．ヨ00，
6．50｛．500〕
3．50｛．80ω
吐70｛．4鋤
1．慎童な
ム眺しがりの
ヨ．うきうきした
↓人のよ、、
5．鰯のある
6．・o吻せまい
7．卿な
aなまいきな
9．感じのよい
10．頼しみにくい
1一．鶉切な
I2．短気な
13．社交的な
14．意歓的な
15．皐屈な
16、消働勉
17．かわいらしい
18一簑分別な
19．目信のある
20．近づきがたい
日　　副
z別o．脇〕
5．鵬｛1，103〕
｛．88‘．％3｝
’．6ヨO．13η
弐o丘α．閉，
5．92u．2ヨ4〕
6．49　佃．243，
4．39n，068〕
4．ヨ7Ω・．1η〕
4．％o．醐〕
4．缶9｛．湖〕
5．67o．㎝2〕
2．蜘o．ヨ61〕
；．ヨ70，220〕
‘．630，102〕
6．67n．皿97〕
5．1“．525〕
‘．92‘．946〕
3，670．η9〕
↓57－1．一92〕
H　　副
ヨ．ヨヨ｛．〃1〕
5．8ヨo．測〕
4．50　｛　．957〕
4．㎝｛．舳）
ヨ．00　｛　、816〕
；．83Ω一06η
6．】7o．洲〕
5．67岨．洲｝
4．00　｛．816〕
6．㏄O．29D
4．∋3Ω．795〕
6．50n．118｝
Z；0｛．卿〕
ム舶｛1．2－3〕
7，0皿O．155）
‘．8ヨ｛．68η
3，670．59帥
7、㎝‘．81帥
ヨ．50　｛．957〕
5．㎝u．826）
H　　副
3．2一｛．9捌
；．兜｛．9鮒
’．弱Ω．o例
4．82　｛．936）
3，09｛．棚｝
危．060，179）
6．24｛．8則
↓7；O．21ヨ｝
一．42｛、欄9〕
4．8；｛、957〕
4．67｛．682，
5．“‘．881〕
卑、ωo一泌〕
；．ヨ3Ω．u酬
6，79｛一．17功
6．88　｛一．037〕
4，97｛．4ω
6．7ヨ　｛．89η
ヨ．〃o．棚〕
5．ooo，04の
H　　s皿
ヨ．㎝｛．η5）
‘．皿皿　｛1，000，
5．m｛．94ヨ1
↓90｛．700〕
3．00｛．89Φ
5．60｛．㈹｝
6．70｛1．1酬
3．80｛1．07η
5．00｛．π5〕
4．ω｛1．11ω
5．3皿　｛．781〕
5．5皿　｛1，500，
2．5呵｛．9刎
3．10｛1．1ヨ6，
6．仙u．3瑚
6．50｛1．36⑭
5．60｛．91η
7．10｛．蝸〕
ヨ．40‘1，800）
4．80｛1、’㎝〕
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